
「地域における文化財の一体的な保存と活用の方策」の課題 

中川 理 

評価・認定   維持・管理    活用 

指定 

重要なものを厳選 

登録 

社会的評価を受ける間
もなく消滅の危機にさ
らされている多種多様
かつ大量 
保存と活用の措置を特
に必要とするもの 

文化庁・行政 

許可制等の強い規制と 
修復等への補助金 

民間業者 
活用プロデュ

ーサー 
所有者？行政？ 

（中抜け状態？） 

人材・職能の必要 
文化財の価値を理解して、それを
維持・管理する 
・学芸員 
・ヘリテージマネージャー 
・大学（人材育成も含め） 
・文化財ＮＰＯ 

修復の支援 
文化財価値の維持に欠かせない 

・修復 NPO 
・伝統的な修復技能者・組織 

活用に繋がる文化財価値の多
様化・拡大の必要 

（例） 

・土木遺産 
建築とは異なる価値基準が必要 

・複合 
一体となった建築（空間）と美

術工芸品（襖絵など） 

・再現系 
失われたものを再現したものも

文化財？ 保存修景の問題も 

「質」保証が課題 
維持・管理の視点を持

っているか 
「地域における文化
財」として想定される 

都市計画・まちづくりの制度の中への落とし込み 

指導・認定 
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